
国
労
東
日
本
本
部
は
機
関
紙
コ
ン
ク
ー

ル
を
行
い
ま
す
。
対
象
は
、
今
年
度
中

〜
２
０
１
０
年
７
月
１
日
か
ら
２
０
１

１
年
６
月
30
日
ま
で
と
し
ま
す
。

最
優
秀
表
彰

①
通
算
５
０
０
号
に
達
し
た
機
関
紙

誌
。
（
す
で
に
達
し
て
い
て
、
継

続
し
て
発
行
さ
れ
て
い
る
も
の
）
。

②
今
年
度
中
に
50
号
を
発
行
し
た
機

関
紙
誌
。

③
特
別
な
雑
誌
の
発
行
、
長
年
に
わ

た
る
学
習
会
の
継
続
な
ど
、
大
き

な
功
績
の
あ
っ
た
取
り
組
み
。

優
秀
表
彰

①
今
年
度
中
に
30
号
を
発
行
し
た
機

関
紙
誌
。

②
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
サ
ー
ク
ル
活
動
を
通
じ
組
合

の
団
結
強
化
に
大
き
な
功
績
の
あ
っ

た
取
り
組
み
。

表
彰
は
大
会
で

表
彰
に
つ
い
て
は
、
第
25
回
国
労
東

日
本
本
部
定
期
大
会
で
表
彰
し
ま
す
。

最
優
秀
表
彰
は
、
金
一
封
を
添
え
て

表
彰
し
ま
す
。
優
秀
表
彰
は
、
大
会
に

て
記
念
品
を
添
え
て
表
彰
し
ま
す
。

対
象
と
な
る
機
関
紙
・
誌
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
地
本
教
宣
部
ま
で
御
連
絡
く

だ
さ
い
。

情
報
の
流
れ
と
整
理

レ
イ
ア
ウ
ト
は
手
段
で
あ
っ
て
、
目

的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
目
的
は
む
し
ろ
、

文
章
の
中
に
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

で
す
か
ら
基
本
的
に
は
、
レ
イ
ア
ウ

ト
を
気
遣
っ
て
文
字
量
を
決
め
る
べ
き

で
す
。
た
だ
、
原
稿
を
書
く
前
に
は
レ

イ
ア
ウ
ト
ラ
フ
を
描
き
、
紙
面
構
成
を

考
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー

の
つ
け
方

コ
ピ
ー
と
は
「
広
告
文
、
宣
伝
文
」

の
こ
と
を
指
し
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と

は
「
人
に
心
を
つ
か
む
よ
う
に
工
夫
し

た
簡
潔
な
宣
伝
文
句
」
を
指
し
ま
す
。

で
す
か
ら
、
正
し
く
労
働
組
合
の
ビ

ラ
と
は
性
格
に
異
に
す
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
こ
こ
で
「
見
出
し
」
と
区
別

す
る
た
め
に
、
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
と
い

う
呼
び
方
を
し
ま
す
。

情
報
（
キ
ー
ワ
ー
ド
）
の
レ
ベ
ル
も

分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
、
レ
ベ
ル
の
高
い
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
大
掃
除
」
と
「
真
夏
」
の
二
つ
。
残

り
は
す
べ
て
、
そ
れ
ら
に
含
ま
れ
る
情

報
で
す
。
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●募集期間●

2011年8月1日から2011年8月22日

（東日本本部到着分まで有効）

●標語内容

①他労組組合員等に呼びかける組織

拡大標語

②国労内部を対象とした組織活性化

に向けた組織拡大標語

●選出方法

東日本本部執行委員会で選出し優れ

た作品については第２５回大会で表彰

し、副賞を授与する



●
７
月
２
日

新
潟
工
務
協
分
会
組
合
旗

お
披
露
目
会

●
７
月
15
日

交
運
共
済
東
日
本
事
業
部

運
営
委
員
会

●
７
月
28
〜
29
日

第
80
回
定
期
全
国
大
会

●
８
月
29
〜
30
日

五
地
方
運
輸
協
議
会

交
流
会

●
９
月
６
〜
７
日

第
25
回
東
日
本
本
部

定
期
大
会

●
10
月
１
日

第
64
回
地
本
定
期
大
会

日
本
で
の
自
然
放
射
線
の
１
・

４
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト
は
、
そ
の

３
分
の
２
が
「
内
部
被
爆
」
で

３
分
の
１
が
外
部
か
ら
の
放
射

線
で
す
。

外
部
へ
の
放
射
線
は
１
・
４

を
３
で
割
る
と
約
０
．
47
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
な
り
ま
す
。
こ

れ
は
１
年
間
で
す
か
ら
３
６
５

日
を
24
時
間
で
割
る
と
１
時
間

あ
た
り
０
・
０
５
マ
イ
ク
ロ
シ
ー

ベ
ル
ト
に
な
り
ま
す
。

生
物
は
１
日
に
０
・
０
５
マ

イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
ぐ
ら
い
の

放
射
線
を
浴
び
て
Ｄ
Ｎ
Ａ
が
壊

れ
て
も
、
そ
れ
を
直
す
力
が
あ

り
ま
す
。
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今回の文芸特集は、鉄

道川柳の平成10年9月号

を特集しました。

いかがでしょうか？

組合員・退職者の方々

の作品をお寄せくださ

い。

よろしくお願いしま

す。今、特集していま

す「鉄道川柳」の作品

ですが、後わずかにな

りました。

文芸特集は、まだま

だ続けていきたいと考

えています。


